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①　事務事業の目的・内容

平成30年度 令和元年度 目標方向

1 78.3 77.6 ↑
2
3
4
5

0.33 2178 2178 0.33 2178

0.01 18 18 0.01 18

事務事業Ｎｏ． 17- 2

事業名 成人式経費
会計
一般

施　策
心豊かなまち 課名 社会教育課
生涯学びのあるまちをつくる 係名 生涯学習係
青少年の健全育成

主要施策
②青少年の社会参加の促進

事業
目的 対象 当該年度に20歳を迎える町民及び一時

転出者等。

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

成人として社会の仲間入りを自覚する機会を提供し、東員町への郷土愛を高め、若
者の定住を促がす。

事業内容

新成人で実行委員会を組織し、企画・運営にあたっている。
　　第1部　町長・来賓・恩師の祝辞、新成人誓いのことば
　　第2部　アトラクション

②　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 平成29年度 単位 令和2年度（目標）

成人式への出席率 76.2 ％ 85.0

平成30年度（決算） 令和元年度（決算） 令和2年度（予算）

全体事業費（千円）A+B 2,841 2,739 2,785
財源
内訳

直接事業費Ａ 645 543 589
　　　　　うち一般財源 645 543 589
人件費（千円）B 2,196 2,196 2,196

内訳
一般職員（人・千円） 0.33

臨時職員（人・千円） 0.01

③　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 Ｂ必要性は変わらない 有効性

新成人で組織する実行委員
会形式で20年以上実施して
いるが、マンネリ化は否め
ない。

目標達成度 Ａ達成できた

町関与の必要性
Ｂ町が担うとともに、町民

協働を進めるべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適正である

コストの削減 Ａ削減の余地はない

②R1年度
に実施し
た取り組
み

新成人で組織する実行委員会形式で
事業を進めた。 ④今後の改

善計画

前年度踏襲ではなく、新成
人主導となるよう、誘導等
を行う。

総合評価 Ⅱ　継　続（事業を現状どおり継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①R1年度
の改善計
画

引き続き実行委員会形式で行う。

③取組の課
題


